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１．問題の所在

第９次学習指導要領が告示された．音楽科では第

８次と同様，子どもが表現の主体者となることが指

導内容として示されている．つまり，第８次学習指

導要領が告示されて以降，子どもが表現の主体者と

なるような学習は，この９年間いまだに不十分であ

るということであろう．子どもを表現の主体者にす

ることが音楽科教育において大きな課題の一つだと

言えよう．

そのために検討しなくてはならないことが学びの

真正性の問題だと考える．学習者である子どもが表

現の主体者となるためには音楽表現に真正性があっ

てこそ表現への意欲は高まり，技能の習得，そして

音楽表現の検討や吟味に取り組むことができるよう

になるからである．

石井（2010）は，PISAの学力・能力観をめぐって

生じた解釈の違いから，学校学習の真正性（authen

−ticity）を追究する上で，統一的に解くべき２つの

課題を見出している．「一つは，学校学習を現実世

界の文脈に開くことで，具体的な関係と意味を伴う

学習活動を創出するとともに，そこで育まれる能力

の有無や水準を，そうした学習活動の層において判

断するような学力観，評価観を持つこと．そしても

う一つは，認知レベルにおいて，より複合的・総合

的で，よりメタなものへと学校学習の質を高度化し

ていく必要性である．｣１)としている．

本稿では，この２つの課題が解決・解消された学

習を「真正の学び」と定義し，考察していく．

学校学習における音楽表現をみると，その多くは

聴き手（audience）に向けたものではなく，授業者

である教師に評価・評定されるために行うものがほ

とんどである．つまり，現実世界での表現とは切り

離されたところに音楽科学習の表現が存在している

現状がある．このことは先の石井の２つの課題の前

者に該当する．

また，第９次学習指導要領で明確にされたのが音

楽の構造と曲想とのつながりを知識としたことであ

る．音楽はその構造に多くの要素を内包している．

したがって，音楽とそこから感じ取ることができる

曲想とは複合的にかかわっており，それらが総合さ

れて聴き手が受け取る曲想が成り立っている．表現

を現実世界と接続することにより表現の目的が現れ

る．その目的を達成するためには表現を複合的・総

合的に検討しなくてはならない．それが学習の質を

高度化していくことになる．これが石井の課題の後

者に該当する．

つまり，石井のいう学習の真正性に依拠するなら

ば，音楽学習において学校学習と現実世界とを接続

し，目的を設定することが学習の真正性の実現に近

づくと考えられる．

２．学びの真正性と「主体的・対話的で深い

学び」

平成28年の中央教育審議会答申において「主体

的・対話的で深い学び」とは何か，ということにつ

いて「以下の視点に立った授業改善を行うことで，

（中略）生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び

続けるようにすることである．」としている．その

視点が以下の三つである．

① 学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア

形成の方向性と関連付けながら，見通しを持って

粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って

次につなげる「主体的な学び」が実現できている

か．
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② 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，

先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，

自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現

できているか．

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，各

教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせ

ながら，知識を相互に関連付けてより深く理解し

たり，情報を精査して考えを形成したり，問題を

見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に

創造したりすることに向かう「深い学び」が実現

できているか．

以上のことは，学習の真正性を追究すること，つ

まり現実世界と学習とを接続し，子どもたちにとっ

て共通した音楽表現の課題を設定することで実現で

きるのではないだろうか．現実世界と接続していれ

ば，子どもは課題としている相手・目的を設定する

ことになる．また，その人たちから評価されること

を想定し課題解決に取り組むことになる．そのこと

が学びを主体的なものにするのである．

課題が子どもたちに共通したものであれば，解決

策に対してお互いの考えを交わすことになり，対話

的な学びが実現する．さらに，子どもたちの技能の

実態に応じた音楽表現を課題として設定することで，

様々な表現を検討し，最適な表現を見いだすことに

なる．その過程で「深い学び」が実現するであろう．

現実世界と接続した音楽表現の課題を子どもの技

能の実態に応じて設定することが，「主体的・対話的

で深い学び」を実現することにつながると考える．

３．先行研究

｢真正の学び」「真正な実践」に関する研究は算数

科，社会科等においてもなされている２)．

音楽科では山﨑（2011）のものがある．これは，

地域の伝統野菜を普及する活動の一つとしてICTを

活用し歌をつくるという実践である．現実世界と学

習目標を接続させることで意欲の持続が見られたこ

と，相手・目的に応じて子どもたちが条件設定を行っ

たことを報告している．しかし，学びの様相につい

ては明らかにしていない３)．

現実世界と学習目標を接続することで相手・目的

が明確になる．そのことが，学びにどのように影響

するのか，そして，中教審答申で示された「主体的・

対話的で深い学び」を実現することにつながるのか，

実践を通して明らかにする必要がある．

４．研究の目的と方法

本研究の目的は，器楽曲の創作において，子ども

たちに達成感をもたせ，「真正の学び」につながるた

めの指導の在り方，すなわち課題等の活動条件をど

のように設定すれば「主体的・対話的な深い学び」

を実現できるのかを実践を通して明らかにすること

である．

｢真正の学び」の一つの方向として，子どもたちの

作品や演奏が実際に生活の中で生かされるような現

実世界と学習との接続を設定することが考えられる．

具体的な場面の設定や，発表の形，創作の進め方，

必要な学習活動とその形等を子どもたちと教師とで

話し合いながら決めていき，子どもの考えに合わせ

て課題を設定し学習を進めていく．また，創作で着

目した諸要素と，その過程で獲得した聴き方・考え

方を鑑賞活動に生かすことを意識した題材構成をす

ることで，学びの転移を促したい．

このような指導が，子どもの創作にどのような効

果をもたらすのか，子どもの作品と振り返りの記録

から分析する．

研究実践は，2017年５月３日〜６月２日に熊本大

学教育学部附属小学校音楽専科の中島千晴教諭が

行った題材「チャイムをつくって楽しもう！始まり

の音楽（リズムアンサンブル）」によるものである．

５．授業の計画

⑴ 実践の概要

本題材のねらいは，簡単なリズムやフレーズを演

奏し，友達とつなげたり重ねたりして音楽をつくる

ことや，始め方や終わり方，全体の流れを工夫して，

まとまりのある音楽をつくることである．

音楽づくりは，音楽科の学習内容の中で子どもた

ちが最も自由な発想で表現を工夫し，協働的に学習

しやすい分野であるが，自由度が高すぎても多くの

技術的な課題が出てきて,苦手意識につながってし

まう．そのような教師側の懸念があって，これまで

の音楽づくりの実践においては，すべての子どもた

ちが完成した作品に満足するよう教師が指導する傾

向にあった．手順に沿ってつくらせる中でも指導の

工夫次第では子どもたちが楽しみながら活動するこ

とはできると思うが，切実感を伴った「真正の学び」

とはなりえない．子どもたちが自ら音楽とかかわる

ことを求め，目標に向かって自分たちの音楽を複数

視点から工夫していくような学習の実現を目指した

いと考えた．

そこで，本題材においては，自分たちのイメージ
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した「始まりの音楽」をグループでつくり上げ，「作

品の演奏（始まりの音楽）の録音をチャイムとして

全校に流す」という発表の形を設定することにした．

具体的な目的や対象の設定は，どのような音楽に

するかという思いやイメージにつながる．そして，

そのイメージを表すための，リズムや音色の選択，

その組み合わせ方，強弱，速度，全体の構成（始め

方，終わり方）等，複数の要素に目を向けた表現の

検討へ向かっていくのである．

また，イメージが伝わる曲になっているかどうか

は，他者に意見をもらうか，録音等で客観的に聴か

ないことにはわからない．ある程度曲が完成に近づ

いた段階で，全体やグループ間でアドバイスし合わ

せ，それまで着目していなかった要素での工夫に気

付き，より多くの要素から音楽表現を考えることが

できるようにしていく．

⑵ 学習指導案

１ 題材名

｢チャイムをつくって楽しもう！始まりの音楽」

（打楽器によるリズムアンサンブル）

２ 教材

本校メロディチャイム

熊本県立劇場の開演チャイム

｢パニックキッチン協奏曲」阿部勇一作曲

｢台所用品による変奏曲」ドン・ギリス作曲

｢木片のための音楽」スティーヴ・ライヒ作曲

３ 題材の目標

・楽器の特性を生かして音を音楽に構成していくこ

とに興味・関心をもち，自分なりの考えをもって

まとまりのある音楽をつくる学習に進んで取り組

むことができる．

・楽器の音色やリズムを聴き取り，それらが生み出

すよさや面白さを感じ取りながら音の重ね方を工

夫し，どのように音楽をつくるかについて，自分

の思いや意図を持つことができる．

・問いと答えや反復等の音楽の仕組みを生かしたり，

始め方や終わり方を工夫したりして，全体の流れ

を考え，まとまりのある音楽をつくることができ

る．

・楽器の音色やリズム，音の重ね方などの要素に着

目し，それらによる雰囲気の違いや特徴を感じ取

りながら聴くことができる．

６．学習の実際

⑴ 主題と，諸条件の設定（第１〜２時）

ここで言う主題とは，子どもたちと教師が共有す

る，題材をつらぬく目標にあたるものである．

主題の設定にあたっては，まず子どもたちに「リ

ズムアンサンブル」をつくって演奏することに挑戦

することを知らせ，昨年の４年生の演奏動画を視聴

させた．昨年は手順に沿ってつくらせ，イメージは

後付けし教室内でお互いに発表し合わせた．

ここで「昨年とは形を変え，作品を生活のどこか

で使えるようにしよう」と提案し，例として本校の

複数種類のチャイムや毎年音楽会で利用する熊本県

立劇場の開演チャイムを聴かせると，「チャイムと

して使えそうだ」「いろんな時間のチャイムで，違う

感じのがつくれそう」などの意見が出た．このよう

な子どもたちの言葉から，作品の録音をチャイムと

して全校に流すというゴール像と，『イメージに合っ

た「始まりの音楽」をつくろう！』という主題を設

定した．

その後，「活動に入る前に決めておきたいことや，

やりたいことはないか」と投げかけ，子どもたちと

の話し合いから次のような諸条件を決めていった．

山﨑 浩隆・中島 千晴

―73―

４ 指導計画（７時間扱い）



・30秒以内の音楽にする．

・基本のリズムを４種類考え，基本的にはその反

復と組み合わせによって演奏する．

・６人１グループにする．

・４パート，６人でリズムアンサンブルをつくる．

２人はいずれかのパートと同じリズムを演奏し

音色を変えたり重ねて音量を増したりする．

・鍵盤打楽器も含む，打楽器の演奏とする．楽器

は次の中から選択する．

木製：マリンバ，シロフォン，バス木琴，

ギロ，カスタネット，ウッドブロック，

クラベス

金属製：ビブラフォン，鉄琴，グロッケン，

トライアングル，カウベル，アゴゴベル，

タンバリン，鈴，各種フライパン・鍋

・木琴，鉄琴などによってフレーズを加えたい場

合には，３音までにする．

(ドレミ，ラドレ，もしくは黒鍵から３音選択す

るか，自由に選ぶかする．）

また，創作前の学習活動として，子どもたちから

次のような提案があった．

・昨年の４年生のつくり方を体験してヒントにする．

・打楽器を試しに触ってみる．

・どの時間のチャイムをつくるかを決める．

・つくりたいチャイムの希望に合わせてグルーピン

グする．

・どんなイメージでつくるかを話し合う．

第２時では，これらのうち４つの内容を扱った．

はじめに教師主導で２小節のリズムパターン４種

を組み合わせた手拍子によるリズムアンサンブルを

体験させ，つくり方の見通しを持たせた．また，「パ

ニックキッチン協奏曲」「台所用品による変奏曲」を

部分視聴させ，楽器の選択肢としてフライパンなど

の日用品にも目を向けさせたうえで楽器体験をした．

その後，つくるチャイムの決定，グルーピングも行った．

⑵ イメージの共有と個人思考（第３時）

第３時では，つくるチャイムのイメージをグルー

プで話し合わせ，言葉によるイメージの共有を行っ

た．例えば５時間目のチャイムは「あと一息だから

ふんばる，がんばる，応援する感じ」であった．

その後，まずは個人で，使う楽器やそのリズム，

パートの組み合わせについて考えさせた．（図１）

リズムカードをホワイトボードで操作できるよう

にし，必要があれば使えるようにしていたところ，

複数名が利用してリズムを考えていた．（図２）

個人思考が早く終わったグループは，グループで

の話し合いに進ませた．

⑶ グループでのチャイムづくり（第４時）

前時までで，各自リズムパターン２つと楽器の選

択，組み合わせ方の案をもっている状況にある．こ

こで個人のアイデアを持ち寄り，全てのグループで

のチャイムづくりを始めた．

子どもたちが検討する内容は次の通りである．

・用いる４種のリズムパターン

・使用する楽器とその分担

・各担当が演奏する部分（組み合わせ方）

特に順序は指定せず，子どもたちの発想に任せる

ようにし，教師は子どもが必要としたときに，リズ

ムの確認や楽器の奏法等の支援にあたるようにした．

進め方として，以下のような様相が見られた．

・メンバーのアイデアのうち，皆が納得するもの

を採用するグループ

・誰かのアイデアをベースに意見を出し合って作

り変えていくグループ
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・それぞれのアイデアを出したうえで，その場で

新たに生み出していくグループ

・まず楽譜に書くことを優先し，話し合いで全て

をつくってから練習に入るグループ

・リズムと楽器，担当を決めた時点で練習に入り，

重ね方など構成に関わるところでは，試しなが

ら生み出しているグループ

途中で進度の早いグループから「最初や最後にお

まけをつけてもよいか」と質問があった．鉄琴でグ

リッサンドを入れてみたいということだったので，

全体で話題にして，次のようにした．

・始まりや終わりを特別につくってもよい．

・基本は拍節による音楽とするが，始まりや終わ

りにおいては拍節がない演奏でもよい．

この時間で，ほとんどのグループの曲が大体形に

なったが，イメージと十分関連付けて考えているグ

ループと，なんとなく組み合わせてできたグループ

がいる状況だった．机間指導で聞いた子どもの会話

から，特に「昼休み」のグループは，自分たちが思

い描いていた曲のイメージと，できた曲の表現にず

れを感じていることがわかった．

⑷ 抽出グループの悩みを全体で検討（第５時）

主題と照らして妥当かどうかは，全グループに考

えてほしいところである．なぜなら，そこを検討す

る時にこそ，色濃く音楽の見方・考え方が働き，表

現の工夫が生まれると考えるからである．「昼休み

始まりのチャイム」をつくっていたグループはでき

た音楽とイメージとの違いに悩んでいたが，他グ

ループも同様の悩みを感じていたり，そもそもイ

メージと離れたところで音楽をつくったりしていた．

そこで，第５時は「昼休み始まりのチャイム」グ

ループの悩みを取り上げ，どうすればイメージに合

う音楽になるかを全体で話し合っていった．以下は，

全体検討の発話の一部である．なお，子どもの名前

は全て仮名である．

こうじ：イメージは「いっぱい遊ぶぞ！うれしい，

楽しい，わくわく，うきうき！」という

感じなんですけど，なんか違う気がする

んです．楽しさが足りないような．聴い

てみてください．（演奏）どうですか？

ゆみ ：なんか少し暗い感じがする．

木琴のせいじゃないかな．

さとし：あ，そうそう！音が低いからじゃない？

もっと上げたら明るくなるよ．それとね，

トライアングルがさみしい感じがする．

ひかる：チーンて感じがね．

せいじ：え？トライアングルって明るいイメージ

だから入れたのに．

ゆみ ：多分，ちょっとしか叩かないから暗いん

だよ．もっと細かく叩いたらいいんじゃ

ない．跳ねる感じの．タッカ？

れい ：楽器を変えてみてもいいんじゃないかな．

ウッドブロックとか…

この後も対話は続き，子どもたちは「楽しさ」を

表すために，「リズム」「音色」「組み合わせ（重ね）

方」「速さ」についての工夫を出していった．（図３）

全体での検討を経てグループで検討させると，子

どもたちは自分たちが最初に共有したイメージと照

らして表現を再考し始めた．この時間は残りわずか

であったので，次時にどのような修正を加えるとよ

いかを最後に話合わせて授業を終えた．

⑸ 修正と練習，録音

前時に考えたことをもとにイメージに合わせて修

正を加え，録音に向けて繰り返し練習をさせた．

例えば全体で検討した昼休みのチャイムのグルー

プの表現は，楽しさを表すために木琴の音域を一オ

クターブ上げる，バチを硬いものに変える，トライ

アングルのリズムを細かく分割するという三つの修

正を加えていた．また，前出の５時間目のチャイム

のグループは曲の終わりの部分で「応援する感じ」

を出すために，G. P.（総休止）を入れた後に全員で

演奏するというような工夫を加えていた．

できたグループから録音・録画をしていったが，

全てのグループが終わるのには休み時間も活用する

必要があった．

⑹ ふりかえりと学びを生かした鑑賞

最後の時間は，録画を全員で視聴しながら，工夫

点やよさを共有し，学びを振り返った．

また，終末にはプロのリズムアンサンブルを聴い

てみようと投げかけ，「木片のための音楽」を鑑賞さ

せた．あえて視点を与えずに鑑賞させたが，感想に

は自分たちがチャイムづくりで着目した「リズム」

「音色」「組み合わせ（重ね）方」「速さ」などの視点
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図３ 工夫する要素を整理した板書



からの気づきが多くみられた．

また，できあがったチャイムは１学期末のある一

日を４年３組のチャイムの日と設定し，実際に１日

使用した．子どもたちの反応としては，「イメージ

通りにできていた」「本当に流れてうれしい」「もう

ちょっと変えたほうがいいと思ったところもあっ

た」「自分の演奏が少しずれていた」などがあった．

７．考察

最終的に全てのグループがイメージと照らして修

正を加えながら作品を完成させた．そして，録音し

たものを実際にチャイムとして使用した．自分たち

の作品や演奏が実際に生活の中で生かされるように

学習を進めていったことで，全てのグループが最後

まで高い意欲をもって活動することができた．

作品の録音をチャイムとして使用するには，グ

ループで話し合い，表現したいイメージ通りの演奏

になっていることを確認する必要がある．７時間目

に自分たちの演奏を鑑賞した子どもたちは，「ちゃ

んと音楽になったね」「間違わずに弾けて良かった」

「イメージ通りできている」などの感想を述べあっ

ていたことから，それが達成できたと判断していた

ことがわかる．また，実際にチャイムが流れた後に

は，先述した子どもの感想の他「自分たちの録音で

みんなの授業が始まるのがうれしい」「学校のみん

なが聴いているのがすごいなと思った」などの感想

を話していた．これらのことから，子どもたちは今

回の活動に達成感を得ていたと判断できる．制作の

過程では，曲や演奏に対しての課題を挙げた子ども

たちもいたが，音楽を感じる力が高まったがゆえに

自己評価が厳しくなったと考えられる．

特に，自分たちが思い描いていた曲のイメージと，

できた曲の表現にずれを感じているグループを取り

上げて全体で検討した場面においては，二つの質の

違う学びがあった．

一つは「同じイメージでも違う表し方ができるこ

と」である．例えば「楽しさ」を表す方法として子

どもたちが挙げたのは，「音域を高くする」「楽器（音

色）を変える」「跳ねるリズムを入れる」「たくさん

の楽器を重ねる」「違うリズムを重ねる」「リズムを

細かくする」などの考えである．

もう一つは，「同じ表現方法でも伝わるイメージ

が違うことがある」である．対話の中でトライアン

グルの印象が話題になった場面があった．単発のト

ライアングルの音を，それぞれどう感じているかで

ある．例えば，「一発だと寂しい感じ．お葬式のよ

うな．終わりって感じ」「これから何かが始まるよ

うな感じ」「静かで，穏やかで，落ち着いている感じ」

などである．多くの子どもが「寂しさ」や「終わり」

を感じていたようだが，後の２つの意見を聞くと，

そういう考え方，使い方もできそうだという考えに

まとまっていった．

このような学びを経てグループで再検討した場面

においても，対話を通してつくる音楽のイメージと

関連付けながら，複数の要素に着目して工夫をする

姿があった．これは，目的意識や相手意識を明確に

持ち，イメージを共有してグループの活動を進めて

きたからだと考えられる．

題材の終末に設定した「木片のための音楽」の鑑

賞活動において，以下のように記述した子どもが半

数以上いた．

Ａ児：速さと，強弱がほぼほぼ同じですごい．さいしょはま

だはいりなれていない感じだけど，後からどんどんリズ

ムをかえていってどんどんなれていく感じ．全部たた

くがっきだから自然ととういつかんが生まれていくし，

しかもほぼ全部木でつくられたがっきだから，さらにと

ういつ感がうまれる感じ．真ん中の男の人がずーっと

同じリズムだし，リズムはかんたんだけど，つづけるこ

とができてすごい．

Ｂ児：木片だけでこのリズムがすごい．強弱がだんだん高く

強くなっている．速さが早い．ぼくたちはもっていな

いリズムや曲のつくり，音色，強弱，速さをもっている．

ジャングルにいるようなリズムになってとてもおもし

ろい．少しずつリズムが変わりながらイメージが変

わっている．同じリズムでいっているのがすごい．終

わりまで速さなどが生きていてはくりょくがある．

Ｃ児：速さは♩がなくて♫が多くて全体的に速くなっていて，

と中でリズムが変わっていっている．曲のつくりは１

回やってまたふりだしへもどるみたいで，どんどん入っ

て→ぬけて→また入ってっていう感じでした．イメー

ジで村のお祭りみたいな感じ．僕たちの曲とくらべて，

ぼくたちは最初にドンとでたけどこの人たちは一人ず

つでていってみんなで，最後，みんなで合わせてこの曲

のつくりはすばらしいなと思いました．最後ボンと大

きくなったと思いました．

｢木片のための音楽」は子どもたちがつくったチャ

イムに比べて音色としては少なく，リズムとその反

復・変化，重ね方，強弱の工夫が主である．自分た

ち自身が音色，リズム，パートの重ね方，曲の構成

等について工夫した後での鑑賞であったために，同

様の視点から共通点，相違点に着目して楽曲を味わ

うことができたと考える．このことからも学びの質

が高まったことがわかる．

このように，子どもたちと話しつつ，様子を見取

りながら学習を進めてきたことが，真正の学びへつ

子どもが表現の主体者となる創作活動の一考察
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ながったと考える．

８．結論

実践における子どもの発言および記述から，制作

活動に子どもたちが主体的に取り組んでいることが

わかる．また，対話によって音楽をイメージにより

近いものにしようと表現方法の検討していることか

ら，対話による学びが成立していると考えられる．

さらに，学びの質が高まっていることは，表現を

検討する際二つの質の違う学びがあったこと，鑑賞

の際に制作の過程で子どもたちが見いだした視点で

味わっていることからもわかる．

以上のことから現実世界と学習活動を接続するこ

とにって「主体的・対話的で深い学び」は実現可能

であると言えよう．そしてそのためには，少なくと

も「現実世界と学習目標を接続させる．」「完成した

表現のモデルを提示する．」「課題解決のための条件

を子どもたちが整理し，それに即した環境を整備す

る．」という３点には留意する必要があると考えら

れる．

それに加えて，「子どもたちと応答しながら学習

環境を整えていく」ということも当然ながら重要で

あることは実践から明らかである．

９．今後の課題

本稿において「主体的・対話的で深い学び」の実

現に必要なことがいくつかわかった．

しかし，子どもたちがグループで表現について検

討している際の様相を振り返ってみると，全体で

行った検討をできるだけ表現の修正に生かそうとし

たグループと，そうでないグループがあった．その

違いは何によるものなのか，また，より学びの質を

高めるために必要な条件や要素は何かについてさら

に検討する必要がある．

さらに，学習内容によっては完成モデルを提示で

きない場合も考えられる．その際，どのようにして

課題解決のための条件を設定するとよいのかについ

ても検討していきたい．
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